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平成26年度 事故事例

■機械を自動で動かした状態で作業、フォルディングローラーを破損

■室外機のコンプレッサー内部の故障

■紙積台上昇センサーが誤作動し、給紙ヘッド駆動部損傷・曲損

■コントローラー内部の清掃中、内部の衝撃を与えてしまい破損

■紙折作業中にローラーに紙が巻かれ、取外している際にローラーを破損

1 , 2 4 3 , 0 0 2円

4 4 5 , 8 9 1円

6 3 2 , 7 6 6円

6 6 5 , 8 5 2円

4 1 8 , 0 3 5円

ご存知でしたか!!?…

適切な保険商品を通して“見えない安心を纏う”ための地域に密着した社会貢献活動を目指しております

…

…

…

…

…
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　2020 年東京オリンピックまであと４年あまりとなり

ました。1964 年の東京オリンピックは、新幹線や高速

道路の開通など交通インフラの整備に大いに貢献しまし

たが、今度のオリンピックで我々は何を創造し、次の世

代に何を遺していくのか、成熟した日本の真価が問われ

るオリンピックであると言っても過言ではありません。

　建設業等を中心に 2020 年までの好況はある程度見込

めているようですが、その後のこととなると、どの業界

でも不透明感は否めないと思います。そのような状況を

踏まえ、全印工連では 2025 年までの業界全体の成長、

進化の方向性を検討し、「全印工連 2025 計画」として

まとめており、今年５月頃に発表の予定です。

　総論としては、人口減少によって内需が縮小していくな

か、大量生産・大量消費に依存する業態からの脱却を図

らなければならないことを提言しています。具体的には「取

引単価」を上げていくということですが、もちろん簡単な

ことではありません。では単価を上げる要素は何かといえ

ば、提言では「コミュニケーション力」や「信頼関係」に

その因を求めています。自社の商品やサービスの価値を

説明する「コミュニケーション力」と、日頃からの CSR や

企業価値向上の努力による「信頼関係」を基盤に、自社

独自の技術やノウハウを地道に積み上げることが、取引単

価の向上につながっていくとしています。

　2025 計画では、2025 年に印刷業に必要とされる取

り組みを、「環境コラボレーション 2025 計画」「地域創

生産業クラスター 2025 計画」「女性活躍推進 2025 計

画」「ダイバーシティ 2025 計画」「CSR 人づくり 2025

計画」という、５つのカテゴリーにわけて詳しく解説し

ています。各計画とも 2025 年までに印刷産業が取り組

まなければならないこと、産業として備えておかなけれ

ばならないことを、印刷業界のみならず各界の有識者を

交え議論し、実践事例も交えて提言しています。一見、

「今」の印刷業や自社の業務には関係がないと思われる

ような提言や事例もあると思いますが、いずれも「2025

年」には無視して素通りすることができない、あるいは

成長のためには必ず必要になる要件であると考えていま

す。なぜならそれは、私たちの仕事の範囲が今よりももっ

と広がっていくからです。情報通信の発達による「印刷」

のシェア低下の流れにあわせて、印刷会社の業務の範囲

が広がり、「○○印刷」という社名でありながら、印刷

がメインではないという会社も現れてきています。この

まま私たちが印刷の定義を古い印刷の定義のまま放置し

ておけば、いずれ印刷業務は他の業界に吸収されてしま

うでしょう。私たちは我が国の近代化以来の印刷業界を

担ってきたという誇りをもって、印刷業界を守っていか

なければなりません。それには自ら積極的に印刷の定義

を見直し、「新しい印刷」の姿を示していかなければな

らないのです。

　冊子での配布になるかデータでの配布になるか、まだ

決定していませんが、印刷業界が印刷業界であるための

「全印工連 2025 計画」を是非熟読いただきたいと思い

ます。

■文明堂印刷株式会社
　大正 15 年 12 月、活版印刷からスタートした文明堂印刷は、今年 2016 年に 90 周年。地域に根
　ざした印刷会社です。
　　　

今 　号
の

表　紙

江 森 克 治

全印工連 2025 計画
神奈川県印刷関連産業協議会理事
神奈川県印刷工業組合　副理事長
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印産協・印刷組合共同企画　㈲篠原紙工見学記

■印産協情報委員長　津野　弘行（㈲三栄社　製本組合）

　印刷組合の企画した（有）篠原紙工の工場見学に参加させていただいた。商業印刷物を主に手掛けて

いるので、４階建ての借家の工場１階には断裁機２台と中綴じ機２台、２階には沢山の折機と抜き機。

折機には糊綴じの装置が付けてある。他に４階も借り、この階で色々な手作業をして、他の業者と差別

化を図っている。

　抜きの加工や糊綴じの加工が出来るのは強みであるが、さらに付加価値を付ける手仕事の機械が多く

有るのには驚かされた。

　レーザーでの抜き機、活版印刷機、工業用ミシン（中ミシン用）、角丸、油圧プレス、背固め用の棒

積みの枠、その他もろもろ。高付加価値を生み出す変わった機械を揃え、提案型の事業展開を推し進め

ている。また 4 階には講習会を行うスペースを設け、毎週講習会を行って 1 つの事業としている。

　印刷物が激減している今日、どれだけ多くの提案が出来るのかは、生き残る指標となる。

　他の企業には無い、設備、技術、働く者の意欲が課題であり、（有）篠原紙工には一歩一歩前進する

力を感じた。
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　教育・研修委員会では、本年度の事業として篠原
紙工の工場見学　実践セミナーを１月 27 日に神奈
川県印刷関連協議会と共催で開催いたしました。当
日は、東京、江東区の大島駅より５分ほど歩いた住
宅街の一角にある４階建の立派な社屋にお伺いいた
しました。参加人数は約 30 名ほどで 4 階の会場で
篠原社長よりご挨拶を頂き、2 組に分かれて工場見
学会が始まりました。篠原紙工さんは製本会社です
が、一般的な製本作業はもちろんのこと、様々な新しいアイデアで自社製品を開発しています。コーヒー
カップ型メモ帳、いいかげん折り冊子、ノリトジックシステムなどがあります。ここでノリトジックシ
ステムをホームページからご紹介いたします。
　以前から篠原紙工ではメーラー加工を行っていたため、糊付けと折りを同時に加工することができ、
お客さまからの依頼で 8 ページほどの薄いのり綴じ冊子を作成していました。しかし、お客さまから
12 ページにしたい、表紙の紙だけ変えたいなどいろいろな要望があっても、当時はそれを実現する技
術がありませんでした。でも、中綴じ機の途中にのり綴じ用のガン（糊を抽出する機械）を設置すれば
実現できるんじゃないかというアイデアを篠原専務は持っていました。
●実現までの道のり
　とりあえず試作機を作ってみようということになり、専務自らホームセンターで部品を買ってきて機
械を作りはじめました。最初はのり綴じ用のガンもなく、サインペンを使っていました。サインペンで
うまくラインを引くことができれば、きれいに糊をつけることができるはずと考えたのです。その後、
株式会社前野工業にご協力いただき、週に 1、2 回、終業後に集まって深夜まで製作に努めました。
　のり綴じ機を製作する上での問題点として、冊子の背の部分にピンポイントで糊を付着させなくては
いけないのですが、中綴じ機は一時間に 8,000 枚から 1 万枚の紙が高速で流れていきます。スピード
も速いですし、流れる途中で紙はバタつき安定しません。そこに 1 ミリのズレもなく糊を付着させる
のは無理だと考えられてました。しかし、のり綴じ用のガンが糊を噴射する瞬間だけ、その前後が固定
されていればいいと考えれば、実現不可能ではありません。
　また、新しい折（ページ）を重ねていく際に、糊のついた部分がずれて接着されてしまうのではない
かという心配もありましたが、これについても折が落下する前にワンクッションおいて、スロープを下
るように静かに重ねることを実現しました。
●開発技術の特徴
　すでにノリトジックシステムを用いたのり綴じ製品は、数多く生産しています。お子さまへの安全性
を考えて幼児向けの絵本や教材、また自然保護の観点から企業パンフレットや CSR 報告書などに採用
いただいています。しかし、のり綴じの魅力はこれだけではありません。紙の素材、加工方法など、自
由な発想に対応できる可能性に溢れています。中綴じや無線綴じではできない新しい表現を可能にする、
第三の綴じがノリトジックだと私たちは思っています。
　日頃の地道な製本作業の中から様々なアイデアを取り入れ、新しい形で製本業を進化させているのが
篠原紙工さんではないでしょうか。私たちの印刷に対する取り組みも考えさせられる一日でした。

■印刷組合教育・研修委員長　石川　達男（大塚印刷㈱　印刷組合）
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●大切な人材である従業員の心身の健康状態は、経営的にも従業員の立場からもとても重要な問題です。
　どの会社にも、産業医による面談を行った方がいいケースが少なからず潜んでいると思われ、その中で、会社の担当の方も、病気が影

響している可能性に気が付いていないこともあり、いくつかのケースでは、リスクのある対応をしてしまっていることがあるようです。
　これらのケースについて面談対象にすることは必要不可欠であり、必ず会社にメリットがあります。

●一般に行われている健康診断の健診結果では、リスクのある人が放置されているケースが多々あり、
　のちにリスクがある人に気が付いたとき、その後工程について、誰にもほとんど経験がないというのが実状ではないでしょうか。

●休職者が存在する会社とそうではない会社は、およそ半々のようです。
　しかし、標準化された対応ができていないため、好ましくない対応をしてしまって状況を悪くしてしまうケースもよく見られます。
　会社経営と人的資源確保の両方からの対応の標準化が必要です。

●従業員 50 人未満の会社には、産業医選任の義務はありませんが、従業員の健康障害はいつでも発生する可能性があり、それに備えた
対応体制の整備は、法的義務を超えて重要な経営上の必須事項です。

　　このような観点から、当組合では、専門の産業医を招聘し、平成２６年度より組合契約産業医制度をスタートさせ、希望会社に対す
る産業医による会社巡回を実施しています。

■産業医　河下太志氏
Profile
リクルートグループ　統括産業医
平成 13 年産業医科大学 医学部医学科 卒業。現在、産業医科大学産業医実務研修センター非常勤助教、株式会社産業
医大ソリューションズ　チーフコンサルタントとしても活躍中。著書に、「メンタ ルヘルス対策の実務と法律【職場管
理者編】」（ＳＭＢＣコンサルティング実務シリーズ）、「メンタルヘルス対策の実務と法律知識」（日本実業出版社　共著）
がある。

　河下産業医による会社巡回をテスト的に始めている会社からは、次のような反響が寄せられています。

　　「普通の病院で診断されると、大半が『鬱病』だという結果だけが帰ってくる。
　　会社としてはその結果を真摯に受け止めて、診断通りに休養を与えることしかできない。
　　休養中の労働力をどうするかも大きな負担になるが、社員が復帰してきても、まったく回復の兆しが見えず、状況が好転しないこと

が多いのも問題。
　　しかし、今回契約させていただいた先生の訪問診断を受けると『発達障害』や『注意欠陥障害』など、しっかりとした病名で診断す

るとともに、休養や異動の必要性を的確に診断してもらえる。また、具体的なアドバイスを当人だけでなく、経営者であるわれわれに
もいただけるので、予防にも役立てることができた」

　　「病院に行かず、黙って耐えている社員も多い。かといって、メンタルの問題を抱えていることを理由に、経営者や責任者から、一
方的に職場の異動や休養を命じるのでは、社員も心残りになるだろう。しかし、第三者である専門の先生から的確なアドバイスをいた
だいたということなら、治療していくためにはその方が良いのだと納得してもらえるため、症状への対応としても良い形で迎えられる」

　「専門の産業医という存在がどんなにすごいか初めて知った。経営者は一度は産業医に会ってみたほうがいい」

　このような反響を受け、組合では、河下産業医による職場巡回の希望会社を募集いたします。
　●Ａコース・・・・・・・産業医選任義務を負っている従業員５０名以上の組合員社
　　・参加費　　　　　　　　　　50,000 円／月
　　・巡回ローテーション　　　　四半期に２回（各３時間）　年間８回程度
　●Ｂコース・・・・・・・定期的巡回を希望する組合員社
　　・参加費　　　　　　　　　　25,000 円／月
　　・巡回ローテーション　　　　隔月（１回３時間）　　　　年間６回程度
　●１回単位での参加社・・当面、第４木曜日午後
　　・参加費　　　　　　　　　　従業員２０名以上　 50,000 円／１回
　　　　　　　　　　　　　　　　従業員４～１９名　 25,000 円／１回
　　　　　　　　　　　　　　　　従業員３名以下　　 10,000 円／１回
　　（お申込み、ご相談は、組合事務局まで）

－職場におけるメンタルヘルス－
平成 28 年度

河下産業医による職場巡回面談希望社を募集します
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　都市はそれぞれ固有の文化と歴史の上に成り立っています。文字もまた、固有の文化に育まれ、長い歴史を刻
んできました。タイププロジェクトでは、都市の個性を書体のデザインに取り込み、文字の浸透力を利用するこ
とで、都市アイデンティティの強化を目指していく「都市フォントプロジェクト」に取り組んでいます。
　都市フォントのひとつ、横浜をイメージした「濱明朝」は、開港以来、新しい風が港を通してまちに運ばれ、
横浜の地と交じり合って育まれてきた風土を、現代まで続く横浜のアイデンティティのひとつと捉え、港を往来
するフェリーや、海上から見えるまち並みをデザインに取り入れました。従来
の明朝体と比べて、縦画と横画の対比をより際立たせ、横浜の先進性を表現し
ました。
　一方で横浜には住まいとして発展を遂げた側面もあります。そこには先進性
よりも、心地の良さといったキーワードの方が当てはまるかもしれません。こ
れらの側面を書体に置き換えると、先進性は見出し用書体として大きく印象的
に、心地の良さは本文用書体として小さく使っても目に馴染むといった使い分
けができる書体をつくることで、より横浜らしい書体になるのではないかと考
えました。結果的には 24 種のバリエーションに展開し、大都市ならではの多様
な側面にも応えられるような書体ファミリーです。2017 年の発売に向けて開発
を進めています。
　濱明朝の試作フォントは、馬車道 150 周年記念ロゴタイプに採用されたり、
エクスポート社からうちわ「浜風」が商品化され、少しずつですが目に触れてい
ただける機会が増えています。
　ゆくゆくは、まちを彩るポスター、道で困っている人を案内するサインや地図、
日々の情報を届ける情報媒体など、様々な場面で使われ、横浜の風景の一部にな
ることを願っています。
　濱明朝が、横浜に携わる方々が誇れるようなフォントになれるように、これか
ら 1 年半かけて開発を進めていきます。何卒温かい目で見守っていただけたら
と思います
　都市フォントプロジェクトについては、宣伝会議社から出版されている「シビッ
クプライド 2 国内編」でもこれまでの経緯を含めて詳しくご紹介頂いています。
是非。ご覧いただけたら幸いです。　　　　　　　 http://typeproject.com/

横浜の街から生まれた「濱明朝」
タイププロジェクト株式会社　書体デザイナー 両見 英世

都市フォントプロジェクト
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－第３回　みんなニコニコ巻き寿司教室に参加して－

　昨年秋に開催され、大好評だった「第 2 回みんなニ
コニコ巻き寿司教室」に引き続き、平成 28 年 3 月 19
日（土）、本厚木にあるアミュー厚木 6F クッキングス
タジオにて、全支部合同行事、「第 3 回みんなニコニコ
巻き寿司教室」を開催しました。朝から雨が降る足元の
悪い中、22 名の参加者が集まり、各支部長とスタッフ
の方々、総勢約 30 名で教室がスタートしました。

先生すごい！
　第 3 回ということもあり、リピーターのベテラン参
加者もいましたが、ほとんどの方が初めての参加。巻き
寿司教室の先生の説明を子どもも大人も真剣に聞きなが
ら、みんな一生懸命に、ものすごい集中力で巻き寿司を
作ります。今回はクマさんの巻き寿司。約 1 時間の作
業の末、巻き寿司教室で一番盛り上がるお寿司を切る瞬
間がやってきます。あちこちで歓声が上がり、自分たち
がつくった巻き寿司を誇らしげに見せ合います。ひとき
わ大きな歓声が上がり、笑顔になるのは実はちょっと不
細工に仕上がったお寿司。上手にできても、ちょっと失
敗しても、みんな満面の笑顔を見せてくれました。
　お寿司が完成すると、その後は恒例のミニパーティー。

揚げたての唐揚げ、五目寿司にフルーツポンチなど食べ
きれないほどのボリュームでお腹も心も満たされ、楽し
い時間を過ごしました。
　本年度から開催された全支部合同行事は、各支部の連
携、他支部の組合員同士の交流・親睦です。全支部合同
というからには、横浜だけでなく、県央、県西部の組合
員にも参加しやすいように、今回は本厚木で開催しまし
た。おかげさまで、近いから、楽しそうだからとの理由で、
初めて組合事業に参加していただいた方もいました。ま
た、「このようなイベントならまた参加したい。」との感
想もいただき、主催する側として大変うれしく思いまし
た。来年度も引き続きこのような合同行事を通して、組
合員同士の交流を深めていければと思います。

みんな笑顔で記念撮影
　最後に今回も「巻き寿司教室ぐるり」の皆様には、大
変お世話になりました。会を楽しく盛り上げていただき、
感謝申し上げます。以上、全支部合同行事のご報告です。

　平成 28 年 3 月　湘北支部長　古木　直人
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　去る、２月 19 日～ 20 日湘南・湘北合同新年

会が湯河原町ホテル四季彩で 17 名の参加で、行

われました。今年で２回目となった会、杉山理事

長のご挨拶、乾杯のご発声で宴会が始まる中、小

田原支部長栗木さんより、生酒の差し入れを頂き

盛り上がった宴になりました。

　しばらくして参加者の自己紹介の中で、「昨年

主力の従業員が急病で大変困ったとき、組合員の

方々に手助けをしていただき大変助かった。」と

話をされていました。

　組合は横の繋がりが大切、肩を組んで二次会へ、

－湘南・湘北支部合同新年会に参加して－

部屋に戻り語り合い気が付けば夜中の１時過ぎ新

年会の夜は更けていきました。
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　平成 28 年 3 月 4 日（金）ハイデルベルグ・ジャパン㈱

本社６階の会議室にて平成27年度下期定例会が開催され、

当県工組より杉山理事長、能條・森下・森泉・古木常務理

事、萩原事務局長が出席、関係 10 県工組より約 80 名が

集い業界の現況と諸問題について熱い討議がなされた。

　今年度の主管である埼玉県印刷工業組合　渋木理俊副理

事長の司会進行で定刻に全体会議が始まる。埼玉県工組　

新道行常務理事の開会宣言。続いて、日暮地区協会長（千

葉県工組）が挨拶、来賓紹介で全日本印刷工業組合連合会

会長　島村博之氏・副会長　臼田真人氏・専務理事生井義

三氏・教育・研修委員長　土屋勝則氏が紹介され、続いて

印刷産業人綱領を埼玉県工組理事・青年部会長海野了一氏

が声高々に唱和した。次に情報交流セミナーで全工連会長

島村氏が挨拶し、生井専務理事による全印工連の業界の現

況報告が行なわれ、平成 26 年度印刷業経営動向実態調査

の結果を説明した。　

　14 時 10 分より各分科会に別れ、熱心な討議が行なわ

れた。

　15 時 50 分より全員集合となり、埼玉県工組の城戸紀夫

副理事長の司会進行で理事長会・分科会報告がなされた。

主管県として、埼玉県工組理事長新井正敏氏がお礼の言葉

を述べた。引続き、第 64 回年次大会開催県新潟県工組へ

大会旗を伝達し、新潟県印刷工業組合理事長堀一氏が挨拶

し、埼玉県印刷工業組合常務理事惠勇人氏の閉会のことば

で終了した。

　全体会議終了後、懇親会会場へ移動する。17 時 10 分

からはじまった懇親会は埼玉県工組の大谷純一専務理事の

司会で進行し、日暮地区協会長が開会挨拶、続いて、ハイ

デルベルグ・ジャパン株式会社・代表取締役社長　水野秀

也様の発声で乾杯、祝宴にはいる。参加各県工組の役員が

和やかに懇談、親睦をはかり、盛り上がったところで、埼

玉県工組副理事長岩渕均氏が一本締めで威勢良く締めて

18 時 40 分散会となった。

■分科会の主な討議事項

 ・経営革新・マーケティング委員会

　1. 経営イノベーション支援の研究・情報発信

　2. マーケット創造（新市場創造）の研究

　3. イノベーション・マーケティングの研究・情報発信

 ・環境・労務委員会

　1. 環境マネジメントシステム認証・認定

　2. オフセット印刷工場用ｖｏｃ警報機の販売

関東甲信越静地区印刷協議会下期定例会報告

　3. 環境・労務関連情報の収集・提供

 ・組織・共済委員会

　1. 各共済制度の加入状況

　2. 生命共済制度の更新処理

 ・教育・研修委員会

　1. 技能検定製版職種ＤＴＰ作業の実施準備状況

　2.「見える化から始める収益改善」セミナーの開催

　3. МＵＤ事業の推進

　4. 制度教育事業（印刷営業講座）の内容見直し

 ・産業戦略デザイン室

　1. 全印工連 2025 計画策定プロジェクトの推進

　2. 仕様書策定と積算フォーマットの研究・啓発

　3. 印刷業経営動向実態調査の実施及び分析

 ・印刷産業連携推進室

　1. 印刷関連業界全体の向上、発展に向けた研究

　2. 資機材情報をはじめとする各種印刷関連情報の受発信

　3. 各委員会との連携ならびに事業推進支援

 ・女性活躍推進室

　1. 女性が活躍できる環境作り　

　2. 広報事業

 ・ＣＳＲ推進専門委員会

　1. ＣＳＲの普及・啓発の推進

　2. 全印工連ＣＳＲ認定事業の推進

　3. 全印工連ＣＳＲ認定制度の周知活動

　4. クラウドバックアップサービス事業の推進について

　5. 日本印刷個人情報保護体制認定制度（JPPS）の普及・

　　啓発

 ・官公需対策協議会

　1. 官公需問題に関するアンケート調査結果

　2. 印刷会社の著作権セミナーの開催
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　平成 28 年 4 月吉日

組　合　員　各　位

神奈川県印刷工業組合

理事長　杉山　昌行

第 59回通常総会の開催ご通知
　謹啓、陽春の候　貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます

　さて、当組合では定款第３８条に基づき、通常総会を下記により開催いたします。ご多忙中と

は存じますが、お繰り合わせのうえご出席下さいますようご通知申し上げます。

　なお、総会終了後、官公庁や関連会社各位を交え懇親会を開催いたします。

敬白

記

１．日　時　　　平成２８年５月２０日 ( 金 )

　　　　　　　　　　　　　通常総会　　午後４時～５時４５分

　　　　　　　　　　　　　懇 親 会　　午後６時～８時   （５時より受付）

２．場　所　　　ローズホテル横浜　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜市中区山下町７７番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　０４５－６８１－６８８５

３．議　案　　　第１号議案　平成２７年度事業報告案及び収支決算報告案の件

　　　　　　　　　　　　　　労働保険事務組合平成２７年度収支決算報告案の件

　　　　　　　　第２号議案　経費の賦課及びその徴収方法の件

　　　　　　　　第３号議案　平成２８年度事業計画案及び収支予算案の件

　　　　　　　　第４号議案　脱退組合員に対する出資金払い戻しに関する件

　　　　　　　　第５号議案　任期満了に伴う役員改選の件

　　　　　　　　第６号議案　その他の件

※ご欠席の場合は必ず返信葉書にて委任状をご提出下さるようお願い申し上げます。

　また、総会終了後、午後６時より、同所において関連業界の皆様を交えて、懇親会を催しますので、

ご出席者は返信葉書の該当個所に○印をつけ５月９日（月）までにお申込下さい。（申込後の取り消し

は出来ませんのでご注意下さい。）

　　　　　　　　懇　親　会　会　費　　１０，０００円

　但し、各所属支部で半額負担いたしますので、残額５，０００円を各支部会計の方にお納め下

さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上



− 10 −

平成 28 年新年賀詞交歓の集い

　平成 28 年 1 月 20 日（水）午後 6 時より、ホ

テルプラム横浜において神奈川県印刷関連産業協

議会（印産協）主催の「新年賀詞交歓の集い」が

開催され、印刷工業組合・製本工業組合・ジャ

グラ神奈川県支部・横浜紙友会の構成 4 団体の

会員及び来賓、関連業界から総勢 160 名が集い、

盛大に開催された。

　司会はフリーのアナウンサー秋庭智佐子氏の進

行により定刻にスタート、齋藤副会長の開会のこ

とばに続いて、杉山会長が年頭の挨拶を次のよう

に述べた。

　『日本経済は一部に上昇傾向がみられるものの、

中小企業にとっては非常に厳しい状況が続いてい

る。安倍政権も有効な手を打てていない。そのよ

うな中、印刷業はどれだけ地に足を着けて踏ん張

れるか。一番大事なのはやはり行動変化だと思う。

印刷業はデジタル化の波に晒されている中で、一

部で紙の価値の再認識も始まっている。たとえ

ば、デジタル大国のアメリカでは電子書籍の売上

が伸びたが、2015 年は 10％下落し、頭打ち感

が出ている。ネット通販会社の中には、紙の通販

カタログを使って、売上を 1.5 倍伸ばした業者も

ある。新しいビジネスが生まれつつある。日本で

も、ＪＲが山手線の車両から中吊り広告をなくす

はずだったが、スポンサーからデジタルサイネー

ジだけなら広告は出さないという話が出て併用す

ることになったと聞く。両方あってしかるべきで、

デジタルと紙の共生の時代だ。コンテンツの特性

や利便性の違いをはっきり分けて活用していくべ

きだろう。また、2019 年のラグビーワールドカッ

プ、2020 年のオリンピック・パラリンピックで

は、ここ神奈川も会場になる。イギリスのように

川崎や横浜をキャンプ地として決めた国もある。

インバウンド需要にも期待したい。個々の力だけ

ではなく、印産協の仲間のネットワークを活かし

て新しいビジネスを創り出していこう」と挨拶。

　ご来賓を代表して、神奈川県産業労働局参事監・

産業部長　高澤幸夫氏と神奈川県中小企業団体中

央会事務局長　稲葉雅彦氏のお二人に祝辞をいた

だいた後、表彰式となる。各単組の推薦により、

神奈川県印刷関連産業協議会
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この協議会の運営に功績の顕著な方々へ神奈川県

印刷関連産業協議会から感謝状と記念品が杉山会

長より贈呈された。

　受賞者は次の通り　〔順不同〕

梅田昌志氏（神奈川県製本工業組合）

深川富士雄氏（一般社団法人日本グラフィック

サービス工業会神奈川県支部）受賞者を代表して

深川氏より謝辞があり、記念撮影のあと祝電披露、

賛助会員紹介が行なわれた。

　ここで当協議会の名誉顧問である加藤元弥神奈

川県議会議員の発声により乾杯、歓談の輪が拡が

る。

　しばらく歓談のあと、お年玉抽選会で会場を沸

かす。

　盛り上がったところで、岡澤誠副会長の締めの

あいさつでお開きとなる。
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平成28年3月17日現在　194社

脱 退 小田原支部　　㈲昇育印刷

２月　５日	 印産協　総務委員会	 組合事務所　　　　　　　

２月　９日	 環境・労務委員会	 組合事務所

２月１５日	 全印工連　女性活躍推進室	 日本印刷会館　　　　　　　　　　　

２月１８日	 常務理事会	 組合事務所　　　　　　　　　　　

３月　３日	 三役会	 組合事務所　　　　　　　　　　

３月　３日	 総務・組織委員会	 組合事務所

３月　４日	 ２７年度下期関東甲信越静地区印刷協議会	 ハイデルベルグジャパン㈱本社

３月１７日	 次期理事長推薦委員会	 組合事務所　　　　　　　　　　　　　

３月１７日	 理事会	 ヨコハマジャスト

３月１９日	 第３回巻き寿司教室	 本厚木「アミュー厚木」

３月２３日	 セミナー　河下産業医による報告と提言	 組合事務所

３月２４日	 ＜元気度 ( 健康年齢 ) 把握＞セミナー	 富士ゼロックス	お客様価値創造センター（みなとみらい）

組合員の動き
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